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港区平和都市宣言 

 

 かけがえのない美しい地球を守り、世界の恒久平和 

を願う人びとの心は一つであり、いつまでも変わるこ 

とはありません。 

 私たちも真の平和を望みながら、文化や伝統を守り、 

生きがいに満ちたまちづくりに努めています。 

 このふれあいのある郷土、美しい大地をこれから生 

まれ育つこどもたちに伝えることは私たちの務めです。 

 私たちは、我が国が『非核三原則』を堅持すること 

を求めるとともに、ここに広く核兵器の廃絶を訴え、 

心から平和の願いをこめて港区が平和都市であること 

を宣言します。 

 

  昭和６０年８月１５日 

 

港  区   



 

 

  



 

 

 

目 次 

第１章 調査概要 ...................................................... 2 

（１）調査名称 ...................................................... 2 

（２）調査目的 ...................................................... 2 

（３）調査対象と調査方法 ............................................ 2 

（４）調査期間 ...................................................... 2 

（５）回答数 ........................................................ 2 

（６）報告書における図表の見方 ...................................... 3 

第２章 設問と集計結果 ................................................ 4 

付録 調査票 ......................................................... 15 

 



 

2 
 

第１章 調査概要 

（１）調査名称 

ＭＩＮＡＴＯビジョン策定に向けた全区民アンケート調査報告書 

 

 

 

（２）調査目的 

現行の港区基本構想は平成 14 年に策定されたが、目標年次である 10 年ないし 15

年後を既に経過していることを踏まえて見直す必要がある。港区基本計画の計画期

間の終期である令和９年４月から開始できるよう、これまで別冊であった港区基本

構想と港区基本計画・港区実施計画を統合し、新たな総合計画として MINATOビジョ

ン（以下「ビジョン」という。）を策定する。 

ビジョンの策定に当たり、区民等の思い描く区の将来イメージや区に対する思い

などについて把握することで、ビジョン策定に向けた基礎資料とすることを目的と

して区民等意識調査を実施した。 

 

 

 

（３）調査対象と調査方法 

港区在住・在勤・在学者。 

区内全域を対象としたポスティング等によりアンケート用紙を配付し、郵送によ

る回答又は調査票の二次元コードからインターネット（Ｗｅｂ）上の回答画面にて回

答。 

 

 

 

（４）調査期間 

令和７年５月２１日（水）～６月１３日（金） 

 

 

 

（５）回収数 

19,905件 
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（６）報告書における図表の見方 

ア 図表内の「Ｎ」は、設問の要回答者数である。 

イ 集計は小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までを表示している。そのた

め比率の合計が 100.0％とならない場合がある。 

ウ 複数の選択肢を選べる設問では、その設問の要回答者数を分母として、選択肢

ごとの回答者数の割合を表示している。 
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第２章 設問と集計結果 

■問１. 年齢を教えてください。 

 

「18歳未満」が最多で約４割、次いで「65歳以上」が約２割、「50～59歳」が１

割台半ばと続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18歳未満

38.9%

18～29歳

2.7%

30～39歳

7.1%
40～49歳

10.6%

50～59歳

13.8%

60～64歳

6.3%

65歳以上

20.4%

無回答

0.2%

全体

(N=19,905)
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■問２. 現在の港区での状況を教えてください。（○はいくつでも） 

 

「在住（住んでいる）」が最多で９割台半ば、次いで「在学（学校に通っている）」

が約４割、「在勤（働いている）」が１割台半ばと続いている。 

 

 

 

（参考：年代別クロス集計） 

 

 

 

 

  

95.9

14.7

39.0

0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

在住（住んでいる）

在勤（働いている）

在学（学校に通っている）

その他

95.9

14.7

39.0

0.6

98.0

2.6

92.9

0.0

91.5

31.6

1.2

0.5

94.0

27.7

0.9

0.6

96.0

17.3

0.1

1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

在住（住んでいる）

在勤（働いている）

在学（学校に通っている）

その他

全体

(N=19,905)

29歳以下

(N=8,278)

30～39歳

(N=1,419)

40～59歳

(N=4,858)

60歳以上

(N=5,315)
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■問３. 港区にお住まいになって何年か教えてください。 

 

「10～19年」が最多で約３割、次いで「20年以上」が２割台後半、「5～9年」が

２割台前半と続いている。 

 

 

（回答者は、問２で「在住（住んでいる）」と回答した者） 
 

（参考：年代別クロス集計） 

 

 

 

  

３年未満

9.8%

３～４年

6.6%

５～９年

23.3%

10～19年

29.5%

20年以上

26.6%

無回答

4.2%

全体

(N=19,096)

9.8

10.7

31.4

8.7

3.8

6.6

9.2

15.1

4.6

2.2

23.3

36.6

31.4

16.7

6.1

29.5

33.6

14.1

38.4

18.8

26.6

0.5

7.9

31.4

68.7

4.2

9.4

0.2

0.2

0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

(N=19,096)

29歳以下

(N=8,110)

30～39歳

(N=1,298)

40～59歳

(N=4,566)

60歳以上

(N=5,102)

３年未満 ３～４年 ５～９年 10～19年 20年以上 無回答
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■問４. あなたが理想とする将来の港区は、どのようなまちになっていて欲しい

ですか。 

 

「住環境に関すること」が最多で３割台後半、次いで「暮らしに関すること」が約

３割、「まちづくり・街並みに関すること」が２割台半ばと続いている。 

 

 

 

【主な回答（概要）】 

＜住環境に関すること＞ 

○ 最先端の図書館があるまち。トレンドが楽しめるまち。心のバリアフリーが

進んでいるまち（発達障害や知的障害の人に対する理解や、丁寧な説明など

の配慮）。（30～39歳） 

○ 自然と共存できるような、子どもの遊ぶ場所や憩いの場にあふれているまち。

（30～39歳） 

○ 多様な人種や文化が交流するまち。（40～49歳） 

○ 新しいものと古き良きものが融合している緑の多いまち。（40～49歳） 

○ デジタル化が進み、自動運転での移動が常識となる一方、世代や出身に関わ

らず、人と人とのコミュニケーションが活発に行われ、クリエーティブで活

気あふれるまち。（40～49歳） 

○ パリのように緑があり、ベンチがあり、ウォーキング（アウトドア、エクサ

サイズ）を楽しめるまち（歩道の拡張、駐車違反を減らす）。（50～59歳） 

○ 英語とデジタルで、もっと多くのサービスを受けられる、より国際化の進ん

だまち。（50～59歳） 

○ 介護、子育てなどみんなで助け合えるまち。（50～59歳） 

○ 世界最先端の都市機能と豊かな自然が調和するまち。（50～59歳） 

37.7

30.7

25.4

20.2

13.2

6.7

6.7

2.8

2.2

1.7

1.4

0% 10% 20% 30% 40%

住環境に関すること

暮らしに関すること

まちづくり・街並みに関すること

防災・防犯（安全・安心）に関すること

教育・育児に関すること

高齢者・福祉に関すること

区政・税・平和に関すること

交通・インフラに関すること

先端技術に関すること

医療に関すること

観光・外国人に関すること
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○ 行政の全手続きがオンラインで完結できる、DXを極めた都市。（50～59歳） 

○ 公共バスなど移動が便利なまち（特に公園や公共施設間など）。（65歳以上） 

○ 大型スーパーマーケットがあるまち。（65歳以上） 

○ 仕事と育児の両立が進んでいるまち。（65歳以上） 

○ 綺麗な自然があるまち。いろいろなイベントがあるまち。（18歳未満） 

○ 自然を大切にしながら、未来の研究や建物が進んでいるまち。（18 歳未満） 

○ 動く歩道ができるまち。技術が優れていて生活に生かされているまち。（18

歳未満） 

○ バリアフリーが進んでいるまち。（18歳未満） 

○ 区が管理するゴミ箱が道に置いてあるまち。（18歳未満） 

○ 少子高齢化がなくなって地球温暖化防止を一番強く願っているまち。（18 歳

未満） 

 

 

＜暮らしに関すること＞ 

○ 外国人も日本人も当たり前のように交流をして、誰もが自然体で暮らせるま

ち。（30～39歳） 

○ 小さな店から大規模店まで、どんなエリアにも暮らしやすくなる施設が満遍

なくあり、徒歩圏内での生活満足度の高いまち。（30～39歳） 

○ 自然とテクノロジーが融合し、豊かな暮らしがあるまち。（30～39歳） 

○ 一人暮らしの高齢者も含めて安心して暮らせる、働けるまち。（50～59歳） 

○ 古き良き建物や場所を残し、子どもから老人まで日本人が安心して住むこと

ができるまち。（50～59歳） 

○ 綺麗で自然が多く、ペットも含めて多様性に配慮した、ビジネスと暮らしが

充実しているまち。（50～59歳） 

○ 福祉が充実していて障害者も安全に楽しく暮らせるまち。（60～64歳） 

○ 子どもがのびのび過ごすことができるまち。（18歳未満） 

○ みんなが助け合って、自由があるまち。（18歳未満） 

○ 親切な人が多くて子育てしやすいまち。（18歳未満） 

○ 木造建築がいっぱいあって自然に優しいまち。（18歳未満） 

○ 体が不自由な人も、体が健康な人と同じ生活ができるまち。（18歳未満） 

○ 全ての電気が、自然エネルギーでつくられているまち。（18歳未満） 

○ 子どもも、大人も楽しめるテーマパークや、いろんなものが買える、ショッ

ピングモールがたくさんあるまち。（18歳未満） 

○ 運河にゴミがないまち。（18歳未満） 

○ 文化を残しつつ、未来へ進化していくまち。（18歳未満） 

○ 日本文化も含めた多文化共生を大切するまち。（18歳未満） 

○ 違う世代と交流できるまち。（18 歳未満） 
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＜まちづくり・街並みに関すること＞ 

○ 近未来感がありつつも、緑が多いまち。（18～29歳） 

○ 昭和のよいところが残りながらも先端のものも同居するハイブリッドなま

ち。（40～49歳） 

○ 子供も老人も住みやすいまち。（50～59歳） 

○ 高層ビルの足元には古い商店が残っていて昔からの住人が住み続けられる

まち、歴史的建造物が残されていて歴史が感じられる文化的なまち。（60～

64歳） 

○ 歴史を大切に受け継ぎ、気品のあるまち。（65歳以上） 

○ 緑豊かなまち、高層マンションの制限、昔ながらの町会が残るまち。（65 歳

以上） 

○ 緑の多いまち、ショッピングカーを押すのに道路が滑らかなまち。（65歳以

上） 

○ 自然が多くて、SDGsをきちんと守る事ができるまち。（18歳未満） 

○ 植物がいっぱいあって、発達はしているけど自然があるまち。（18 歳未満） 

○ テーマパークがあるまち。（18歳未満） 

○ ビルが立ち並んでいても空気が綺麗なまち。（18歳未満） 

○ マンションばっかりではなく昔の建物や公園が残っているまち。（18 歳未

満） 

○ 観光客で賑わう日でも、地域住民が快適に生活できるまち。（18歳未満） 

 

 

＜防災・防犯（安全・安心）に関すること＞ 

○ 防災・防犯・環境に強いまち。（50～59歳） 

○ 他人でも近所の高齢者と子どもたちの交流ができ安心安全な暮らしができ

るまち。（50～59歳） 

○ 上空を飛行機が飛ばないで、安心安全なまち。（60～64 歳） 

○ 震災、災害の発生時に防災シェルターのあるまち。（65 歳以上） 

○ 安全で清潔なまち。（18歳未満） 

○ みんなが安全に暮らせるまち、災害対策がしっかりできているまち。（18 歳

未満） 

○ 観光客も住民もみんながマナーを守って、綺麗で安全なまち。（18 歳未満） 
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＜教育・育児に関すること＞ 

○ 子どもを育てたいと思える条例や制度があるまち。（18～29歳） 

○ バイリンガル教育ができて、国際化が進んでいると認識されるまち。（30～

39歳） 

○ 子連れが住みやすいまち。子育て支援がさらに充実したまち。（40～49歳） 

○ 子育て支援を気軽に使えるまち、みんなで子育てする雰囲気のあるまち、グ

ローバル、多様性、包括的な教育が受けられるまち。（40～49歳） 

○ 子どもの英語力、国際文化交流が最も優れたまち。（40～49歳） 

○ 子どもが思い切りスポーツできる環境があるまち。（50～59歳） 

○ 東京を代表するまちとして、港区に在住、在学する子どもたちが世界、特に

アジア地域を牽引できるような教育、学校教育だけでなく、港区には大企業

の本社が多数あるので、企業と一体となった取組があるまち。（50～59歳） 

○ 子供も高齢者も仲良くいきいき健康で過ごせるまち。（65歳以上） 

○ プールが学校で毎日は入れるまち。（18歳未満） 

○ 学校などの制服や教科書などが全て税金で買えるまち。（18歳未満） 

○ 学校給食がもっとおいしくて量が多く、ゴミがなくて綺麗なまち。（18歳未

満） 

○ 公立の幼小中高大一貫校ができていてほしい。（18歳未満） 

 

 

＜高齢者・福祉に関すること＞ 

○ 高齢者が孤独にならないまち。（18～29歳） 

○ 高齢者、体の不自由な方でも楽に生活に必要な買い物が出来るように交通手

段が整備されたまち。（50～59歳） 

○ 健康寿命が保たれる取組がなされて、高齢者のこれまでの区民税が有効に活

用されていることが可視化できるまち。（50～59歳） 

○ 一人暮らしの高齢者が安心して暮らすことができるまち。（50～59歳） 

○ 福祉が東京で一番進んでいるまち。障害があっても自分らしくいられるまち。

手話言語ができる人が多いまち。（50～59歳） 

○ 老人も障害者も働く母たちも楽に生活できるまち。（60～64歳） 

○ 日常生活必需品の購入や高齢者の体にも優しい飲食店のある便利なショッ

ピングモールがあるまち。（60～64歳） 

○ バリアフリーのあるまち。（65歳以上） 

○ 老人も ITを楽しめるまち。（65 歳以上） 

○ 子ども達と高齢者達が交流しながら 様々なことを学び思いやりを持って暮

らしているまち。（65歳以上） 

○ 高齢者の人や、障害者の人たちが楽をして暮らせるようになっているまち。

（18歳未満） 
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○ 今の風景を残しつつ、公共福祉が充実しているまち。（18歳未満） 

○ 少子高齢化に伴い、若者にも高齢者も楽しめる公共施設があるまち。（18 歳

未満） 

 

＜区政・税・平和に関すること＞ 

○ 固定資産税・住民税・所得税が非常に安く、誰でも税負担軽減を感じるまち。

（50～59歳） 

○ 自然と近代化と平和が共存する世界一の都市。（60～64 歳） 

○ 経済の中心として多くの企業が集まり、その税収により充実したインフラが

整備されたまち。（60～64歳） 

○ スポーツに特化したまち。（18歳未満） 

○ 自転車置き場が多いまち。（18歳未満） 

○ 平和で、東京都を代表するような美しさを持った区。（18歳未満） 

○ みんなが貧しくなく、平和に暮らせるまち。（18歳未満） 

 

 

＜交通・インフラに関すること＞ 

○ 自動化が進んだまち(バス、車、車椅子、自転車)。（30～39歳） 

○ 地下街が多いまち（空襲から身を守るため、避難、交通事故が減る、渋滞の

減少）。自動運転路線バスがあるまち。（40～49歳） 

○ 自動運転のシェアリング等、交通手段に関するストレスがフリーになるまち。

（40～49歳） 

○ 自転車やバイクの無料駐車場があるまち。（50～59歳） 

○ 多様な交通手段があり、職商住が集積する先進的なまち。（65歳以上） 

○ 自動車の交通量を減少し、都電が復活できるまち。（65 歳以上） 

○ 交通事故の少ない、安全なまち。（18歳未満） 

○ 車が自動運転になっていて電車も自動運転になっているまち。（18歳未満） 

○ クリーンエネルギーだけが使われる環境配慮のまち、そして交通がもっと良

くなっているまち。（18歳未満） 

○ 水上タクシーが盛んに動いているまち。（18歳未満） 
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＜先端技術に関すること＞ 

○ スタートアップなどが提供する、最新の製品・技術・サービスを積極的に採

用するまち。（18～29歳） 

○ 今の方向性に加えて、世界各国のトップレベルの大学の東京キャンパスが置

かれ、最先端の知識や技術が集まり交流が盛んに行われ、最先端の理論に基

づく社会実験も活発に行われるような、世界の注目を集め続けるまち。（30

～39歳） 

○ 文化、技術、サステナビリティの最先端と発信力があるまち。（40～49歳） 

○ 最先端技術と自然が共存する安全なまち。高層ビルが多いので窓に太陽光フ

ィルムなどを貼って発電し、災害が起きても、大きな混乱がないまちにして

ほしい。（65歳以上） 

○ 先端技術と流行の両方が発信できるまち。（65歳以上） 

○ 全部自動で動くまち。（18歳未満） 

○ AIとロボットがつくられた便利なまち。（18歳未満） 

○ 空飛ぶ車が飛び交っている。ドローンによる配達が進んでいる。（18歳未満） 

 

 

＜医療に関すること＞ 

○ 医療費・学費無料のまち。（40～49歳） 

○ 手続き、医療、支払い等のオンライン化が進んでいるまち。（50～59歳） 

○ 体力・健康が維持出来る運動又はトレーニング機会が身近に有るまち。（65

歳以上） 

○ 医療が発達しているまち。（18歳未満） 

○ 医療を無料で受けられる。きれいなまち。便利なまち。（18歳未満）  

 

 

＜観光・外国人に関すること＞ 

○ 外国人も日本人も当たり前のように交流をして、誰もが自然体で暮らせるま

ち。住みやすく、ビジネス、観光など世界中から人が集まるオープンなまち。

（30～39歳） 

○ 羽田空港との接続がどこよりも便利な東京の玄関口のまち、日本におけるビ

ジネスの中心かつ海に面した地理を生かしたベネチアのような観光都市で

もあるまち。（30～39歳） 

○ 外国人と日本人が仲良く暮らせるまち。（40～49歳） 

○ 観光客や外国人がいても、ルールとモラルが守られるまち。（50～59歳） 

○ お台場の美しい景観とコラボさせて花火やドローンショーなどのイベント

が楽しめるまち。東京国際クルーズターミナルが近いこともあり、海外から

の観光客で賑わっているまち。（50～59歳） 
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○ 外国人が多く訪れ日本の中心となるまち。（18歳未満） 

○ 外国人がたくさん住んでいるまち。（18歳未満） 

○ 外国の人と仲がいい、グローバルなまち。（18歳未満） 
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（参考：年代別クロス集計） 
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